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㸱．⥲ྜ政⟇ 

 㛗ᕷ⥲ྜィ⏬㸦ᴫせ㸧ۑ

 

㸯．⟇ᐃの㊃᪨ 

  人口減少・少子高齢化とそれにకう⛯の減少など、自治体経営が᭦にཝしさをቑすこと

がணされるなかで、10ᖺ、20ᖺඛを見ᤣえ、長浜で暮らし、Ꮫび、働く人々がそれぞれ夢

と希望をᢪき、最大限に力を発揮することができる未来ᚿ向のまちづくりに向かって、全市

民の力を結集して取り組むことが必要です。 

 市民の皆さんと行政が分かち合うことができる「めざすまちの姿」をᥥき、これを実現し

ていくためのまちづくりの基本方針を明らかにすることを┠的として、多くの市民の皆さん

と㆟ㄽを交ࢃしᘓタ的な意見・提言をいたࡔきながら「長浜市⥲合ィ画」を策ᐃしました。 
 

㸰．⥲ྜィ⏬ࡣ 

⥲合ィ画は、長ᮇ的な展望に立ち、⥲合的かつィ画的に本市のまちづくりを行うための指

針です。 

 また、市の最ୖに⨨するィ画として、市の施策全体を体⣔化し、各分野ูィ画の⥲合

ㄪᩚを果たしながら効果的な進ᤖ⟶理を行うものです。 
 

㸱．ᮇ㛫構ᡂ 

⥲合ィ画は、「基本構」「基本ィ画」「実施ィ画」の３つの㝵層で構ᡂし、そのᮇ間は、

ᖹᡂ 29（2017）ᖺ度をึᖺ度とし、௧ 8（2026）ᖺ度を┠ᶆᖺ度とする 10ᖺ間とします。 
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㸲．ࡕࡲࡍࡊࡵのጼ 

（１）めざすまちの姿 
 

「新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜」 
 

本市が日まで育んできた✜やかでやかな暮らしや、自然・歴史・文化などの地域資

源を大ษにしながらも、代のኚ化に対応して積極的に新しい≀事へ取り組んでいこうと

する᫆流行の理ᛕや進取のẼ性といった本市の個性を生かして、これまでのᯟ組みや౯

್観を㉸えた自⏤な発（新たな感性）で新しいまちづくりにᣮᡓし、一人ひとりの取組、

そしてお互いが連携・協働した取組を大きな力として未来のまちの姿を創㐀していくこと

を┠指して、長浜市の「めざすまちの姿」を『新たな感性を生かし みんなで未来を創るま

ち 長浜』とᐃめます。 
この理ᛕに基づき、現代のࣛࣝࢫࣇに合った人と人とのゆるやかな結びつきのなか

で、市民一人ひとりが長浜の未来をいᥥき、長浜で暮らすᖾせを実感しながら生きるこ

とができるまちを、また、長浜に暮らす全ての人が、安全で安心な暮らしのなかで自信と

りにあࡩれ、心豊かに‶ち㊊りていてᴦしいと実感でき、長浜で暮らし続けたい、長浜

で暮らして良かったと思えるまちの実現を┠指します。 
 

（２）まちづくりのࣕ࢟ッࣞࣇࢳーズ 
 

  㹁㹦㹟㹪㹪㹣㹬㹥㹣 㸤 㹁㹰㹣㹟㹲㹧㹭㹬（ࣞࣕࢳン ࢪンࢻ クࣜࣙࢩ࢚ン） 
 

市民をはじめ、長浜のまちに関ࢃる全ての人の力を結集し、「めざすまちの姿」である

『新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜』を実現するための合言ⴥとして、

「Challenge（ࣞࣕࢳンࢪ㸻ᣮᡓ）㸤 Creation（クࣜࣙࢩ࢚ン㸻創㐀）」をᐃめます。 
 

（３）┠ᶆ人口 
 

  １１㸬４人 （௧㸶（2026）ᖺ度） 
 

┠ᶆ人口は、「めざすまちの姿」の実現に向けた取組のᡂ果として最も基本的な指ᶆと

なるものです。本ィ画は、㉸長ᮇ的な展望である「長浜市人口ࣙࢪࣅン」に基づくととも

に、最新の人口動向を踏まえ、必要なಟṇをຍえたୖで、┠ᶆ人口をタᐃしています。 
 

㸳．ࡾࡃ࡙ࡕࡲの㔜Ⅼ࣐࣮ࢸ 

ᚋのまちづくりを進めていくうえで、まちづくりに関ࢃる全ての人が共有する、あらゆ

る分野の施策や取組の基本となる考え方として、「まちづくりの重点テー࣐」にタᐃします。 

 

「かがやく」 

・ まちは、市民が暮らし活動する✵間です。これまで「ひと」を本㉁としてまちづくり

を進めてきましたが、人口減少が進むᚋ、市民一人ひとりにᮇᚅされる役割や力はま

すます大きくなることから、↓限のྍ能性を持ったⱝ者、▱識・経㦂が豊ᐩな高齢者な

ど、をࣜーࢻしていける人材を積極的に育てます。 

・ 一人ひとりがこれまでᇵった経㦂をこれからのまちづくりに生かし、まちが一と

なって未来を担う次ୡ代の人材を育ᡂします。 

・ 㒓ᅵをឡし、ᰂ㌾な発力と多様な౯್観を持ちながら次の代を࣓ーࢪし、創㐀

していけるような、人が ͆かがやく͇ まちを┠指します。 
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「みなࡂる」 

・ 地方都市が個性や特Ⰽをᙇする代のなかで、地域活性の基盤となる地域ᅛ有の自

然・歴史・文化といった資源や⊂自の⏘業を生かして、これまで以ୖに自立したまちづく

りを進めるために、資源や⏘業に⊂自の㨩力や強みといった個性的な౯್をຍし、大き

な྾ᘬ力を持った活性材ᩱとしていきます。 

・ 創意とᕤኵ、そして豊ᐩな地域資源を生かして㨩力的な地域基盤の⋓ᚓに向けて取り組

み、から選ࡤれるまち・働きたいまち・住んでみたい住み続けたいまちを┠指すことで、

人口のᐃ╔・地域活力の向ୖを図ります。 

・ 地域に関ࢃる様々な体が連携・協力して資源や⏘業を☻きあࡆ、都市の㨩力と➇த力

を高めることで、仕事があり活力が ͆みなࡂる͇ まちを┠指します。 

 

「つながる」 

・ 少子高齢化、市⾤地の✵Ὕ化、中ᒣ間地を中心とした㐣化、財政の◳┤化など、まち

を取りᕳく≧ἣがᅔ㞴を極めるなかで、都市基盤の㐺ṇ化を図りながらも、一人ひとりが

豊かな心で、ᖹに安心して暮らしていける持続ྍ能な環境づくりに取り組みます。 

・ 」㞧化するࣛࣝࢱࢫࣇのなかで、それぞれが↓理なく結びつき、コミュニࢣーࣙࢩ

ンを図りながら、長浜の㢼ᅵ・文化のなかで自分らしく暮らしていくことができるよう取

り組んでいきます。 

・ ணされる代のኚ化に๓もって対応し、暮らしのあり方・౯್観を再構築しながら、

一人ひとりがᖾせを見つけ、日々の生活のなかで ͆つながる͇ まちを┠指します。 

 

㸴．➨㸰ᮇᇶᮏィ⏬ 

   ➨１ᮇ基本ィ画とᐃめた 2ᖺが経㐣したため、➨ 2ᮇとなる基本ィ画を策ᐃしました。 

   ᮇ間は௧ඖ（2019）ᖺ度から௧ 4（2022）ᖺ度の 4ᖺ間です。 

   基本構にᥖࡆる「めざすまちの姿」の実現に向けて、新たな課題への対応と、特に、重

点的・ඃඛ的に取り組むべき施策とその方向性についてタᐃした重点テー࣐の進ᤖ・㐩ᡂ≧

ἣをホ౯するための┠ᶆ指ᶆをᥖࡆています。 

 

㸵．ࡾࡃ࡙ࡕࡲの㔜Ⅼࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

   重点࢙ࢪࣟࣉクトは、基本構にᥖࡆる「めざすまちの姿」である「新たな感性を生かし 

みんなで未来を創るまち」の実現をඛᑟするため、ᚋ、重点的かつᡓ␎的に取り組む施

策・事業をタᐃするものです。 

   「めざすまちの姿」の下にそのᡓ␎的な方向性を♧した、「かがやく」、「みなࡂる」、

「つながる」の 3 つの「まちづくりの重点テー࣐」をල現化する 6 つの重点࢙ࢪࣟࣉクトを

⨨け、市民、事業者・ᅋ体、市の協働のもとで分野ᶓ᩿的に推進し、効果的に連携させ

ることで、本市の持続的な発展を┠指します。 

 

 クト࢙ࢪࣟࣉるさとを担う「長浜人（ながはまびと）づくり」ࡩ（１）

本市に住まうⱝ者に、本市が持つ歴史、㢼ᅵ、文化、自然資源、⏘業など、様々な㨩力

をఏえ、地域社会との関ࢃりをቑやし、地域へのឡ╔とりを㔊ᡂするとともに、ዪ性や

外国人をはじめとするすべての市民が活㌍できる場を創ฟすることで、市ෆに住み続けた

い、ᖐってきたいと思うẼ持ちを育み、地域にᐃ住し、地域で働き、地域と関ࢃり、地域

と自らの未来を創㐀していく『長浜人』を育ᡂします。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） 地域の歴史、ఏ⤫や文化、⏘業をᏛࡪ機会を通して、地域との⧅がりづくりに取り組み

ます。 



23

「みなࡂる」 

・ 地方都市が個性や特Ⰽをᙇする代のなかで、地域活性の基盤となる地域ᅛ有の自

然・歴史・文化といった資源や⊂自の⏘業を生かして、これまで以ୖに自立したまちづく

りを進めるために、資源や⏘業に⊂自の㨩力や強みといった個性的な౯್をຍし、大き

な྾ᘬ力を持った活性材ᩱとしていきます。 

・ 創意とᕤኵ、そして豊ᐩな地域資源を生かして㨩力的な地域基盤の⋓ᚓに向けて取り組

み、から選ࡤれるまち・働きたいまち・住んでみたい住み続けたいまちを┠指すことで、

人口のᐃ╔・地域活力の向ୖを図ります。 

・ 地域に関ࢃる様々な体が連携・協力して資源や⏘業を☻きあࡆ、都市の㨩力と➇த力

を高めることで、仕事があり活力が ͆みなࡂる͇ まちを┠指します。 

 

「つながる」 

・ 少子高齢化、市⾤地の✵Ὕ化、中ᒣ間地を中心とした㐣化、財政の◳┤化など、まち

を取りᕳく≧ἣがᅔ㞴を極めるなかで、都市基盤の㐺ṇ化を図りながらも、一人ひとりが

豊かな心で、ᖹに安心して暮らしていける持続ྍ能な環境づくりに取り組みます。 

・ 」㞧化するࣛࣝࢱࢫࣇのなかで、それぞれが↓理なく結びつき、コミュニࢣーࣙࢩ

ンを図りながら、長浜の㢼ᅵ・文化のなかで自分らしく暮らしていくことができるよう取

り組んでいきます。 

・ ணされる代のኚ化に๓もって対応し、暮らしのあり方・౯್観を再構築しながら、

一人ひとりがᖾせを見つけ、日々の生活のなかで ͆つながる͇ まちを┠指します。 

 

㸴．➨㸰ᮇᇶᮏィ⏬ 

   ➨１ᮇ基本ィ画とᐃめた 2ᖺが経㐣したため、➨ 2ᮇとなる基本ィ画を策ᐃしました。 

   ᮇ間は௧ඖ（2019）ᖺ度から௧ 4（2022）ᖺ度の 4ᖺ間です。 

   基本構にᥖࡆる「めざすまちの姿」の実現に向けて、新たな課題への対応と、特に、重

点的・ඃඛ的に取り組むべき施策とその方向性についてタᐃした重点テー࣐の進ᤖ・㐩ᡂ≧

ἣをホ౯するための┠ᶆ指ᶆをᥖࡆています。 

 

㸵．ࡾࡃ࡙ࡕࡲの㔜Ⅼࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

   重点࢙ࢪࣟࣉクトは、基本構にᥖࡆる「めざすまちの姿」である「新たな感性を生かし 

みんなで未来を創るまち」の実現をඛᑟするため、ᚋ、重点的かつᡓ␎的に取り組む施

策・事業をタᐃするものです。 

   「めざすまちの姿」の下にそのᡓ␎的な方向性を♧した、「かがやく」、「みなࡂる」、

「つながる」の 3 つの「まちづくりの重点テー࣐」をල現化する 6 つの重点࢙ࢪࣟࣉクトを

⨨け、市民、事業者・ᅋ体、市の協働のもとで分野ᶓ᩿的に推進し、効果的に連携させ

ることで、本市の持続的な発展を┠指します。 

 

 クト࢙ࢪࣟࣉるさとを担う「長浜人（ながはまびと）づくり」ࡩ（１）

本市に住まうⱝ者に、本市が持つ歴史、㢼ᅵ、文化、自然資源、⏘業など、様々な㨩力

をఏえ、地域社会との関ࢃりをቑやし、地域へのឡ╔とりを㔊ᡂするとともに、ዪ性や

外国人をはじめとするすべての市民が活㌍できる場を創ฟすることで、市ෆに住み続けた

い、ᖐってきたいと思うẼ持ちを育み、地域にᐃ住し、地域で働き、地域と関ࢃり、地域

と自らの未来を創㐀していく『長浜人』を育ᡂします。 

 

㸺な施策・取組㸼 
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ます。 

ࠝ取組ࠞ 

・地域の歴史、文化、⏘業を▱り、Ꮫࡪ機会の創ฟ 

・ⱝ者の豊かな感性を生かしたまちづくりの推進 

 

2） 市民がいきいきと㍤く環境づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・あらゆる分野におけるዪ性活㌍の推進 

・多文化共生のまちづくりの推進 

・ୡ⏺に⩚ࡤたくࢪュニࣜࢫートの育ᡂ 

・Ꮫ生が集まるまちづくりの推進 

 

 。るさとをい、まちづくりをᨭえる人材育ᡂに取り組みますࡩ （3

ࠝ取組ࠞ 

・未来をษり拓く人材の育ᡂに向けたⱥㄒ・理⣔教育の推進 

・多様な体が交流・連携し、㌍動するためのまちづくりࢭンࢱーの運営 

・長浜の未来を担うまちづくりࣜーࢲーの育ᡂ 

 

4） ᳃ᯘや⍇⍈†などの地域資源を生かした人づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・᳃ᯘの もりを感じる体㦂事業を通したᮌ育の実践 

・豊ᐩな自然資源を活用した心と体の健ᗣづくりの推進 

 

（２）みんなでᨭえる「子育て応」࢙ࢪࣟࣉクト 

少子化による人口減少が進み、子どもたちを取りᕳく環境は大きくኚ化しています。そ

うした中で、長浜市の未来をษり拓き、次代を担う大ษなᐆである子どもたちに対して、

地域全体で健やかに育もうとする考えを「ながはま子どもの㥐構」とᥖࡆ、子どもたち

に関ࢃるあらゆる体が連携・協働して、子どもたちが安心して暮らせる地域をᙧᡂしま

す。そして、子育てୡ代に限らず、みんなが子どもと向き合い、子どもたちの心身を育み、

子育てୡ代から選ࡤれるまちをめざし、ひいては活力ある地域社会と人口ᐃ住の促進につ

なࡆていきます。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） 保育、ᨺ課ᚋඣ❺クࣛࣈ、療育におけるᚅ機ඣ❺ࣟࢮ対策に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・ᅬ施タ➼の配⨨㐺ṇ化の推進 

・ᨺ課ᚋඣ❺クࣛࣈの運営基‽㐺合化に向けた⥭ᛴ対策 

・保育ኈཬび療育指ᑟဨの確保対策 

 

2） ͆こども公ᅬ͇➼、子どもが安心して㐟べるᒃ場ᡤづくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・子どもや子育てୡ代が安心して、のびのびと㐟べるᒃ場ᡤづくり 

・ඣ❺㐟ᅬ➼、生活に身近な場ᡤでの安全な子どものᒃ場ᡤづくり 

 

3） 地域や業・事業者、家庭など地域全体が連携し、子育てୡ代が安心して暮らせる環境

づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・子育て応ࣜࣉ「ながまる࢟ッズ㸟」の活用推進 

・ዷፎ・ฟ⏘・子育てに対するษれ┠ないᨭの充実 

・「長浜子どものちかい」「長浜子育て᠇❶」のᬑཬၨ発 

・地域社会全体による子育てᨭ活動の促進ᨭ 
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（３）長浜まるࡈと「未来のࢣ࢝ࢩ」࢙ࢪࣟࣉクト 

本市が持つ㨩力を☻きあࡆ、新たな感性で新たな౯್を創㐀することで、多くの人で㈰

として、地域ࢻンࣛࣈう、活Ẽあるまちづくりを行います。ྠに、その㨩力を長浜のࢃ

ෆ外に広く発信することで、長浜ࣇンのቑຍにつなࡆ、観光ㄏᐈや⛣住ᐃ住の促進、関

係人口のቑຍにつなࡆます。また、㉳業者を育ᡂするᅵተとࣞࣕࢳンࢪできる環境をసり

ฟし、ࣟー࣋ࣝ࢝ンࣕࢳーが生まれ続ける仕組みを構築するとともに、᪤Ꮡ事業への人材

やᚋ継者確保に向けた取り組みを行うことで、㞠用のᣑ大と地域経済の活性化がዲᚠ環す

るまちを創ります。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） まちの㨩力を活かし、㈰ࢃいと活力ある地域づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・中心市⾤地（長浜㥐周㎶）の活性化と㒊地域の⯆ 

・歴史・文化的資⏘の活用 

 

2） ㉳業・創業ᨭと㞠用促進、人材確保に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・地域資源を活用し、㉳業するࣟー࣋ࣝ࢝ンࣕࢳーの育ᡂ・ᨭ 

・地ඖᑵ⫋と U/J/Iࢱーンᑵ⫋の促進ᨭ 

 

3） 長浜ならではの͆おもてなし͇とン࢘ࣂンࢻ観光の推進に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・長浜の㨩力を活かした観光ཷධ体ไのᩚഛによるᐟἩ・ᅾᆺ観光の推進 

 の充実ࢶ観光の推進に向けた外国人観光ᐈに向けた╔地ᆺコンテンࢻン࢘ࣂン・

 

4） 都市ࣛࣈンࢻ力を高めるࢩティࣔࣟࣉーࣙࢩンと都市間連携に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・都市ᅪ➼での㨩力発信強化 

・長浜に関ࢃる全ての人が情報の発信者となる仕けづくり 

・都市間連携による相効果の促進 

 

（４）身近な自然を生かす「地域環境との共生」࢙ࢪࣟࣉクト 

ඛ人からཷけ継いできた豊かな自然のᜨみやཎ㢼ᬒを育み、将来にࢃたって継承してい

くとともに、ᾘ㈝者がồめる安全で安心な㎰ᯘ水⏘≀の生⏘ཬび６次⏘業化ᣐ点づくりな

どඈかる㎰ᯘ水⏘業を推進します。また、「᳃～ᕝ～㔛～†」にࢃたる㞝大な自然を生か

し、࢘トࢻやࣜࢢーンࢶーࣜズ࣒、体㦂教ᐊなどの交流活動に取り組むとともに、環

境に配慮した再生ྍ能࢚ネࣝࢠーのᑟධを促進することで、身近な自然からの様々なこと

をᏛび、大ษにし、自然のᜨみをாཷするまちを創ります。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） ㎰ᯘ水⏘業の基盤強化と、㎰ၟᕤ連携による６次⏘業化・高ຍ౯್化に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・次代の㎰ᯘ水⏘業を担う人材の発᥀と育ᡂ 

・㎰ᯘ水⏘資源を生かした６次⏘業化・高ຍ౯್化、特⏘ရ開発に向けたࢪࣅࣜࢢネ

 の推進ࢫ

 

2） 自然のᜨみをாཷし、豊かな生活を営むことができる環境づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・再生ྍ能࢚ネࣝࢠーのᑟධ促進とࡈみ減㔞・ࣜࢧクࣝのၨ発  

・Ᏺり・育て・活かす、100ᖺඛの᳃づくりの実践と⋇ᐖ対策の推進 
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（３）長浜まるࡈと「未来のࢣ࢝ࢩ」࢙ࢪࣟࣉクト 

本市が持つ㨩力を☻きあࡆ、新たな感性で新たな౯್を創㐀することで、多くの人で㈰

として、地域ࢻンࣛࣈう、活Ẽあるまちづくりを行います。ྠに、その㨩力を長浜のࢃ

ෆ外に広く発信することで、長浜ࣇンのቑຍにつなࡆ、観光ㄏᐈや⛣住ᐃ住の促進、関

係人口のቑຍにつなࡆます。また、㉳業者を育ᡂするᅵተとࣞࣕࢳンࢪできる環境をసり

ฟし、ࣟー࣋ࣝ࢝ンࣕࢳーが生まれ続ける仕組みを構築するとともに、᪤Ꮡ事業への人材

やᚋ継者確保に向けた取り組みを行うことで、㞠用のᣑ大と地域経済の活性化がዲᚠ環す

るまちを創ります。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） まちの㨩力を活かし、㈰ࢃいと活力ある地域づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・中心市⾤地（長浜㥐周㎶）の活性化と㒊地域の⯆ 

・歴史・文化的資⏘の活用 

 

2） ㉳業・創業ᨭと㞠用促進、人材確保に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・地域資源を活用し、㉳業するࣟー࣋ࣝ࢝ンࣕࢳーの育ᡂ・ᨭ 

・地ඖᑵ⫋と U/J/Iࢱーンᑵ⫋の促進ᨭ 

 

3） 長浜ならではの͆おもてなし͇とン࢘ࣂンࢻ観光の推進に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・長浜の㨩力を活かした観光ཷධ体ไのᩚഛによるᐟἩ・ᅾᆺ観光の推進 

 の充実ࢶ観光の推進に向けた外国人観光ᐈに向けた╔地ᆺコンテンࢻン࢘ࣂン・

 

4） 都市ࣛࣈンࢻ力を高めるࢩティࣔࣟࣉーࣙࢩンと都市間連携に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・都市ᅪ➼での㨩力発信強化 

・長浜に関ࢃる全ての人が情報の発信者となる仕けづくり 

・都市間連携による相効果の促進 

 

（４）身近な自然を生かす「地域環境との共生」࢙ࢪࣟࣉクト 

ඛ人からཷけ継いできた豊かな自然のᜨみやཎ㢼ᬒを育み、将来にࢃたって継承してい

くとともに、ᾘ㈝者がồめる安全で安心な㎰ᯘ水⏘≀の生⏘ཬび６次⏘業化ᣐ点づくりな

どඈかる㎰ᯘ水⏘業を推進します。また、「᳃～ᕝ～㔛～†」にࢃたる㞝大な自然を生か

し、࢘トࢻやࣜࢢーンࢶーࣜズ࣒、体㦂教ᐊなどの交流活動に取り組むとともに、環

境に配慮した再生ྍ能࢚ネࣝࢠーのᑟධを促進することで、身近な自然からの様々なこと

をᏛび、大ษにし、自然のᜨみをாཷするまちを創ります。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） ㎰ᯘ水⏘業の基盤強化と、㎰ၟᕤ連携による６次⏘業化・高ຍ౯್化に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・次代の㎰ᯘ水⏘業を担う人材の発᥀と育ᡂ 

・㎰ᯘ水⏘資源を生かした６次⏘業化・高ຍ౯್化、特⏘ရ開発に向けたࢪࣅࣜࢢネ

 の推進ࢫ

 

2） 自然のᜨみをாཷし、豊かな生活を営むことができる環境づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・再生ྍ能࢚ネࣝࢠーのᑟධ促進とࡈみ減㔞・ࣜࢧクࣝのၨ発  

・Ᏺり・育て・活かす、100ᖺඛの᳃づくりの実践と⋇ᐖ対策の推進 

3） 地域資源を生かし、地域ෆの経済ᚠ環を高めることができる仕組みづくりに取り組みま

す。 

ࠝ取組ࠞ 

・自ఆᆺᯘ家の育ᡂと技術指ᑟ、事業化に向けたᨭ 

・᳃ᯘ資源に地域⊂自の新たな㨩力をຍし、高い౯್を持った᳃ᯘࢪࣅネࢫを展開 

 

（５）人もまちも「結びの㍯づくり」࢙ࢪࣟࣉクト 

」㞧化する現代社会のなかであっても「人と人」、「人とまち」がㄪし、お互いの個

性を認め合いながら能力を十分に発揮し、共感しながら生(い)き生(い)きと暮らすことが

できる環境づくりにດめます。また、将来にࢃたり行政ࢧーࢫࣅの水‽を維持できるよう、

都市基盤の㐺ṇ化を図るとともに「まちとまち」を結ࡪ⛣動手段の確保・維持や、地域で

活動する個人やᅋ体への⥲合的なᨭを行うことで、未来へとつながるまちを創ります。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） 様々な体がつながる場づくりに取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・人・文化・⏘業を創㐀する▱のᣐ点 ⏘業文化交流ᣐ点のᩚഛ・運営 

・「Ꮫび・育つ」「つながる」「広がる」「సりฟす」のど点に立った交流の場の創ฟ 

・高齢者の社会参画の促進と活動しやすい環境のᩚഛ 

 

2） ⛣動手段の確保によりまちの回㐟性を高め、市⾤地と周㎶地域との連携に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・鉄道やコミュニティ࣐ࢹ、ࢫࣂンࢱࢻクࢩーの連携による⛣動手段の確保 

・コンパクトࢩティ・ࢫࣛࣉ・ネットワークによる「集⣙ᆺ多᰾都市構㐀」のᙧᡂ 

   

3） 地域と都市㒊をつなࡂ、⛣住・ᐃ住・交流の促進に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・ᑠ㇂ᇛ࣐ࢫート IC開通による市域ෆクࢫࢭの向ୖと広域間連携の強化 

・⛣住の促進に向けた情報発信とཷධ体ไのᩚഛ、経済的ᨭの充実 

 

（６） 安心安全「地域でᨭえあい」࢙ࢪࣟࣉクト 

地域で暮らすあらゆる人が、互いにࡩれあい、つながり、ᨭえあいながら社会参ຍする

ことができ、安心してᖾせに生活することができる仕組みを構築します。特に、地域で

体となって活動する住民やᅋ体ࣝࢢーࣉが、連携して取り組めるよう、市民活動の中間ᨭ

機能を強化するとともに、様々な分野や立場の住民・ᅋ体が、特性や能力を最大限に発

揮できる環境をᩚえることで、地域の課題解決を図る「地域共生社会」の推進を図ります。

また、各地域における医療・福祉・護の体ไᩚഛ、生活ᨭの提供と合ࢃせた地域包ᣓ

の確立とともに、地域の防災体ไの強化を図り、安心して安全に暮らせるま࣒テࢫࢩࢣ

ちを創ります。 

 

㸺な施策・取組㸼 

1） 地域をᨭえる人材づくりと活動ᨭの強化に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・市民活動の中間ᨭ強化 

・地域づくりを≌ᘬするࣜーࢲーの㣴ᡂと新たな人材を発᥀する活動機会の創ฟ 

・市民活動に向けた機運㔊ᡂと࢘ࣁ࢘ࣀの提供 

・持続ྍ能な活動に向けたࢯーࢪࣅࣝࣕࢩネࢫの創ฟ 

・市民活動をᨭする㹇㹁㹒➼の活用 
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2） 包ᣓ的な地域医療・福祉体ไの充実により、誰もがඖẼに暮らせる環境づくりに取り組

みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・医療、福祉、護、住まいをはじめとする地域包ᣓࢫࢩࢣテ࣒の構築 

・医療・護ᚑ事者の確保と医療機関の連携促進 

 

3） 地域防災体ไの強化に取り組みます。 

ࠝ取組ࠞ 

・自助・共助を基本とした地域の日常的なᨭえあいと༴機⟶理意識の向ୖ 

   

㸶．ࡾࡃ࡙ࡕࡲの政⟇ 

「めざすまちの姿」の実現や重点テー࣐の推進に向け、取り組むべき基♏的な分野につい

て、６つの政策をᥖࡆ、まちづくりを実践します。 

 

【政策１】市民・自治 ～市民と共に創る～ 

いつの代もまちづくりの役は市民です。代のኚ化にకって多様化・高度化するニー

ズや」㞧化する地域課題の解決に向けて、まちづくりのཎ点は「人」であることを思い㉳こ

し、市民一人ひとりの体的な参画と、地域づくり協㆟会や自治会、NPO、市民活動ᅋ体など、

まちづくりに関ࢃる様々な体の力を育むとともに、その力を生かした連携・協働を行いな

がら、ᐁ民一体となったまちづくりを進めます。また、多様な౯್観・ࣛࣝࢱࢫࣇなど、

一人ひとりの個性を認め合いఙࡤし合いながら、豊かな人間性を持ち、健やかにᡂ長できる

環境づくりに取り組みます。 

 

【政策２】教育・文化 ～健やかで豊かな心が育つ～ 

次代を担う子どもたちが、それぞれの個性や能力をఙࡤすことができるよう、教育環境の

ᩚഛを図るとともに、Ꮫᰯ、家庭、地域社会が一体となり、豊かな人間性とたくましさをഛ

えた子どもの育ᡂにດめます。また、市民一人ひとりが豊かな人生を㏦ることができるよう、

生ᾭᏛ⩦の機会の充実や文化、࣏ࢫーࢶ活動の推進に取り組みます。 

 

【政策３】健ᗣ・福祉 ～いきいきと かく生きる～ 

地域に暮らす全ての人が、生ᾭを通じて充実した生活を営むことができるよう、健ᗣづく

り・ண防医療の取組や、地域のなかでᨭえ合う医療・福祉体ไの充実を図ります。また、地

域の㍯のなかで、次代を担う子どもたちが健やかに育ち、子育てୡ代が安心して育てること

ができ、高齢者ୡ代が▱識・経㦂を生かしていきいきと活動できる環境づくりに向けて、家

庭や地域と一体となった取組を進めます。 

 

【政策４】⏘業・交流 ～まちの㨩力が光り活力にあࡩれる～ 

᪤Ꮡ⏘業の活性化とともに、新࢚ネࣝࢠーや࢜ࣂ⏘業など新たな⏘業の創ฟ・育ᡂと㞠

用づくり、㉳業のᨭなど、地域経済基盤の安ᐃと⯆に向けた取組を進めます。また、歴

史・㢼ᅵ・文化に᰿ざした地域資源を保Ꮡし、それらを生かして、地域へのឡ╔やりを育

みながら新たな㨩力をᙧసるとともに、㨩力を生かした交流で㈰ࢃう環境づくりに取り組み

ます。 

 

【政策５】安心・安全 ～安なく✜やかに暮らす～ 

㢖発する様々な災ᐖや事ᨾ・≢⨥に対応し、有事の㝿にഛえた༴機⟶理体ไの強化や、地

域の防災・防≢体ไの充実に取り組み、災ᐖ・≢⨥に強いまちづくりを進めます。また、ᾘ

防やᩆᛴ体ไの᭦なる充実を図り、誰もが安心して安全に生活できる環境づくりに取り組み

ます。 
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2） 包ᣓ的な地域医療・福祉体ไの充実により、誰もがඖẼに暮らせる環境づくりに取り組
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・医療、福祉、護、住まいをはじめとする地域包ᣓࢫࢩࢣテ࣒の構築 
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3） 地域防災体ไの強化に取り組みます。 
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・自助・共助を基本とした地域の日常的なᨭえあいと༴機⟶理意識の向ୖ 

   

㸶．ࡾࡃ࡙ࡕࡲの政⟇ 

「めざすまちの姿」の実現や重点テー࣐の推進に向け、取り組むべき基♏的な分野につい

て、６つの政策をᥖࡆ、まちづくりを実践します。 

 

【政策１】市民・自治 ～市民と共に創る～ 

いつの代もまちづくりの役は市民です。代のኚ化にకって多様化・高度化するニー

ズや」㞧化する地域課題の解決に向けて、まちづくりのཎ点は「人」であることを思い㉳こ

し、市民一人ひとりの体的な参画と、地域づくり協㆟会や自治会、NPO、市民活動ᅋ体など、

まちづくりに関ࢃる様々な体の力を育むとともに、その力を生かした連携・協働を行いな

がら、ᐁ民一体となったまちづくりを進めます。また、多様な౯್観・ࣛࣝࢱࢫࣇなど、

一人ひとりの個性を認め合いఙࡤし合いながら、豊かな人間性を持ち、健やかにᡂ長できる

環境づくりに取り組みます。 

 

【政策２】教育・文化 ～健やかで豊かな心が育つ～ 

次代を担う子どもたちが、それぞれの個性や能力をఙࡤすことができるよう、教育環境の

ᩚഛを図るとともに、Ꮫᰯ、家庭、地域社会が一体となり、豊かな人間性とたくましさをഛ

えた子どもの育ᡂにດめます。また、市民一人ひとりが豊かな人生を㏦ることができるよう、

生ᾭᏛ⩦の機会の充実や文化、࣏ࢫーࢶ活動の推進に取り組みます。 

 

【政策３】健ᗣ・福祉 ～いきいきと かく生きる～ 

地域に暮らす全ての人が、生ᾭを通じて充実した生活を営むことができるよう、健ᗣづく

り・ண防医療の取組や、地域のなかでᨭえ合う医療・福祉体ไの充実を図ります。また、地

域の㍯のなかで、次代を担う子どもたちが健やかに育ち、子育てୡ代が安心して育てること

ができ、高齢者ୡ代が▱識・経㦂を生かしていきいきと活動できる環境づくりに向けて、家

庭や地域と一体となった取組を進めます。 

 

【政策４】⏘業・交流 ～まちの㨩力が光り活力にあࡩれる～ 

᪤Ꮡ⏘業の活性化とともに、新࢚ネࣝࢠーや࢜ࣂ⏘業など新たな⏘業の創ฟ・育ᡂと㞠

用づくり、㉳業のᨭなど、地域経済基盤の安ᐃと⯆に向けた取組を進めます。また、歴

史・㢼ᅵ・文化に᰿ざした地域資源を保Ꮡし、それらを生かして、地域へのឡ╔やりを育

みながら新たな㨩力をᙧసるとともに、㨩力を生かした交流で㈰ࢃう環境づくりに取り組み

ます。 

 

【政策５】安心・安全 ～安なく✜やかに暮らす～ 

㢖発する様々な災ᐖや事ᨾ・≢⨥に対応し、有事の㝿にഛえた༴機⟶理体ไの強化や、地

域の防災・防≢体ไの充実に取り組み、災ᐖ・≢⨥に強いまちづくりを進めます。また、ᾘ

防やᩆᛴ体ไの᭦なる充実を図り、誰もが安心して安全に生活できる環境づくりに取り組み

ます。 

 

【政策６】環境・都市 ～水と緑に包まれ住まう～ 

地域が育んできた豊かな自然や身近な環境を保全・活用し、次代に継承していけるよう、

一人ひとりが身の周りの環境について考え、環境負荷の低減に向けた取組や生活を実践でき

る環境づくりに取り組みます。また、人口減少社会に対応しながら都市基盤や生活環境の維

持、地域のコミュニティづくりを進め、それぞれのまちの活力を維持しながら、一人ひとり

がつながりをもって生活できる環境づくりに取り組みます。 

 

９．構想実現に向けた行政の取組 

本市の「めざすまちの姿」である『新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜』

を実現するためには、市の特性と課題を踏まえた施策の展開と、多様化・高度化する市民

ニーズへの対応が重要であり、そのためには、行政運営の簡素化・効率化と財政の健全化に

も積極的に取り組む必要があります。このことを踏まえ、行政の役割として以下の行動指針

により、夢と希望の持てる、暮らし続けたい、暮らして良かったと思えるまちをつくるため、

全力で取り組みます。 

 

（１）市民に開かれた行政を推進します 

個人情報の保護に配慮しながら、様々な媒体や手段により行政情報を迅速に提供し、積極

的に公開することにより、情報の共有化と市民への説明責任を果たします。また、市民から

の提言や意見を聞く場、機会の充実を図り、行政への市民参画を促します。 

 

（２） 自助・共助・公助の考え方に基づくまちづくりを推進します 

日常生活や身の回りで発生する問題は、まず、個人や家庭で解決にあたり、個人や家庭で

解決できない問題は地域で解決し、地域で解決できない問題は行政があたる、つまり自助で

解決しないものは共助で、共助でできないものを公助で実施するという考え方が再認識され

ています。この考え方に基づき、市民、地域、事業者、行政などそれぞれが担うべき役割を

果たせるよう、仕組みづくりや働きかけを行います。 

 

（３） 広域的な連携を推進します 

高度情報化社会の進展、道路網や鉄道網による交通ネットワークの充実により、市民活動

や経済活動、観光などの様々な分野における広域的な交流や連携を通じた相互補完の取組が

重要です。近隣自治体との連携・協力を進めることで、医療や福祉、教育や防災などの生活

機能の充実や地域間の結びつきを強化し、地域全体の繁栄と発展に取り組みます。 

また、鉄道や高速道路ネットワーク、さらには情報通信技術を活用することにより、地理

的、歴史的、経済的にゆかりのある各都市と連携し、地域の発展につながる取組を展開する

とともに、外国人との互いの文化的違いを認め合う多文化共生も促進します。 

 

（４）コンパクトなまちづくりを図り、未来を拓く施策を展開します 

人口減少・少子高齢化が進むなかで、市民ニーズや地域課題を的確に把握・分析し、本市

の将来的な維持と発展につながる施策に対して、限られた経営資源を重点的、効果的に配分

し、施策の選択と集中化を図ることで、誰もが安心して暮らせるコンパクトなまちづくりを

進めます。また、地域の自然や歴史、文化、人材など、多様な資源を生かした積極的な施策

の展開を図ります。 

 

（５）効果的・効率的で健全な行財政運営を進めます 

行財政の改革は、未来の「自立（律）したまち」の実現に向け必要であるということを、

市民の皆さんと共通認識するとともに、より一層の信頼関係を構築することで、これまで行

なってきた行政改革の取組を、十分な対話や意見交換のもとでさらに継承・発展させ、合併

の効果を最大限に発揮します。 
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� � � わが国の総人口は、今後急速に減少することが見込まれており、とりわけ地方圏においては、

少子高齢化の進展による地域活力の低下や若者を中心とした大都市圏への人口流出などにより、

極めて厳しい状況になることが予想されています。このような状況をふまえて、地方圏からのこ

れ以上の人口流出を食い止め、住民が安心して暮らせる持続可能な地域をつくることが全国的な

課題となっています。定住自立圏構想は、このような問題意識の下で、市町村の主体的取組とし

て、「中心市」の都市機能と「周辺市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞ

れの魅力を活用して、132 や企業などの民間の担い手を含め、相互に役割分担し、連携・協力す

ることにより、地域住民のいのちと暮らしを守るため圏域全体で必要な生活機能を確保し、地方

圏への人口定住を促進する政策です。�
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広域合併をした長浜市においては、定住自立圏構想推進要綱において特例的に認められる合併

�市圏域として、旧長浜市の長浜地域（以下「中心地域」）と、旧 �町の虎姫地域、湖北地域、高

月地域、木之本地域、余呉地域および西浅井地域（以下「周辺地域」）で「長浜市定住自立圏」

を形成しています。当圏域では、� 市 � 町による広域合併以前から、中核的な医療機関や福祉・

教育環境など、すでに一定の都市機能が集積し、経済・文化・社会の中心的な役割を担ってきた

中心地域と、豊かな自然と景観に囲まれた緑豊かな周辺地域を一体とした住民の生活文化圏が形

成されてきました。�

圏域全体としての魅力を高め、人口の定住を図るため、平成２２年１１月２９日に行った「中

心地宣言」に基づき、平成２３年度から同２７年度の５年間を計画期間とした長浜市定住自立圏

共生ビジョンを策定し、その中に「生活機能の強化」、「結びつきやネットワークの強化」、「圏域

マネジメント能力の強化」の３つの観点ごとに、中心地域と周辺地域が連携して推進する具体的

な取組を定めてきました。�

今後は、平成２８年３月２５日に策定した２期ビジョン（計画期間：平成２８年度～同３令和

２年度）に基づき、多様な自然、文化、ライフスタイルを有する地域特性と、商業やモノづくり

の盛んな地として地域活力の創出を図ってきた産業特性を踏まえ、圏域全体の一体感の醸成と住

民と行政の協働による様々な取組を推進していきます。さらには、新たな成長戦略の展開や農林

水産業の振興、地域文化を活かした観光産業の振興などを図ることで、圏域全体の均衡ある発展

をめざしていきます。�
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共生ビジョンを策定し、その中に「生活機能の強化」、「結びつきやネットワークの強化」、「圏域

マネジメント能力の強化」の３つの観点ごとに、中心地域と周辺地域が連携して推進する具体的

な取組を定めてきました。�

今後は、平成２８年３月２５日に策定した２期ビジョン（計画期間：平成２８年度～同３令和

２年度）に基づき、多様な自然、文化、ライフスタイルを有する地域特性と、商業やモノづくり

の盛んな地として地域活力の創出を図ってきた産業特性を踏まえ、圏域全体の一体感の醸成と住
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○長浜市人口ビジョン及び 

長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略（要旨） 
 

１． 長浜市人口ビジョン 

（１）現状と課題 

本市においては、1980 年代後半～1990 年代前半のいわゆるバブル経済期を除き、人口は増加

傾向にありましたが、国勢調査では、2005（Ｈ17）年にピークを迎えて以降、現在まで人口減少

が続いており、自然動態、社会動態ともに減少基調をとる本格的な人口減少時代に入っています。 

 

① 自然増減は、2007（Ｈ19）年以降は死亡数が出生数を上回る自然減に転じています。 

合計特殊出生率は全国平均及び県内平均を上回るものの、国の長期ビジョンにおいて示され

た国民希望出生率（1.8）や、人口置換水準（2.07）には及んでいません。 

② 社会増減は、2009（Ｈ21）以降、転出数が転入数を上回る社会減となっています。 

移動先の面からみると、三大都市圏よりも県南部への転出超過が多いことから、仕事は通勤

圏内にありながら、居住地をより南部へ求めて転出する者が多いと推察されます。 

また、年齢階級別にみると、大学等進学や就職によると推察される転出者数が、大学等卒業

後の就職等による転入数（Ｕターン数）を上回っており、大学卒業者にとって、長浜市に居住

しながら勤務できる企業が十分に立地していない、あるいは文系学部卒業者が活躍できる職種

が少ないと推察されます。さらに、20～30歳代については、これまでの転入超過から、減少局

面に入っており、とりわけ出産適齢期の女性においては、近年、転出超過基調にあります。 

 

将来人口推計について、国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」）の推計によると、

本市では 2010（Ｈ22）年に 12.4万人であった人口は、2060（Ｒ42）年には 7.7万人まで減少す

ることが見込まれ、おおむね国と同様のペースで人口減少が進んでいくと推察されます。 

本市の将来人口には、社会増減よりも自然増減のほうが影響度は高いと分析されるものの、人

口構造の高齢化を抑制する面からも、自然動態と社会動態の両面から対策を講じながら、互いの

効果を高めることが求められます。 

 

（２）将来展望 

長期的展望 

国の長期ビジョンに示す目標人口を踏まえ、2060（Ｒ42）年に人口規模 88,000人の維持及

び人口構造の若返りをめざします。 

 

この長期的展望を達成するため、次の２つの目標を掲げます。 

① 合計特殊出生率の上昇 

合計特殊出生率を2020（令和2）年の1.5を起点とし、５年で0.1ずつ上昇を図り、2035（令和

17年）に1.8を達成し、その後、その水準を維持することをめざします。 

② 若年層の人口流出抑制 

転入数を転出数が上回る割合を表した移動率を、39歳以下の世代で、2020（令和2）年を基

準に、５年で10％ずつ改善させることをめざします。 

 

これらを達成することにより、本市の人口と高齢化率の推移について、次のような変化が見込

まれます。 
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長浜市の人口の推移と長期的な見通し

2060（R42）年の推計人口は、国立社会保障・人口問題研究所が推計した್とẚ㍑すると、

10,796人の増加が見込まれます。

２．長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略

この⥲合ᡓ␎は、まࡦ・ࡕと・しࡈと生ἲに基࡙き、国の⥲合ᡓ␎と「長浜市人口ビジョン」

を踏まえ、本市の「まࡦ・ࡕと・しࡈと生」に向けた基本目標や策の基本的な᪉向をまとめた

ものです。また、基本目標の数್目標や、ྛ 策の効果をᐈほ的に᳨ドできる㔜せ業⦼ホ౯ᣦ標（㹉

㹎㹇）をᐃめています。

（１）ᇶᮏⓗ࡞どⅬ

長浜市人口ビジョンを踏まえ、本市が目ᣦすき将来の᪉向性として、次の㸱つを基本的など

点とします。

ど点① 三大都市圏及び㈡県南部への人口流出の抑制

ど点② 若い世代の就ປ、⤖፧、「ዷፎ・出産・Ꮚ⫱て」の希望ᐇ現

ど点ճ 地ᇦの経Ⴀ㈨※を生かしたㄢ題ゎỴと地ᇦ活性化

（２）ᇶᮏ┠ᶆとࡢࡑᐇ現ࡓࡅྥ⟇➼

基本目標① 産業⯆により「活ຊあるまࡕ」を造します。

地ᇦ産業、ほග、㹇㹁㹒の活⏝といった様ࠎなゅ度から㨩ຊある産業を⯆し、起業のಁ進や

᪂たな㞠⏝を出することで、職住୍య・職住近᥋をಁ進します。これによる U・I・Jターンと

いった᪂たな人の流れを生み出すことで、「しࡈと」と「ࡦと」のዲᚠ⎔をసり出し、持続ྍ⬟

な「まࡕ」の活性化を図っていくものとし、⥲合ᡓ␎では、「産業⯆」を୍つの大きなཎ動ຊ

として、Ꮚもや若者が᫂るいᮍ来をᥥく、持続ྍ⬟な希望に‶ࡕあࡩれた「活ຊあるまࡕ」を

造します。

࠙数್目標ࠚ〇造ရ出Ⲵ㢠等における加౯್㢠のẚ率

基準値(2017年度) 目標値(2024年度)

33.76 ή 37.0ή
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長浜市の人口の推移と長期的な見通し

2060（R42）年の推計人口は、国立社会保障・人口問題研究所が推計した್とẚ㍑すると、

10,796人の増加が見込まれます。

２．長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略

この⥲合ᡓ␎は、まࡦ・ࡕと・しࡈと生ἲに基࡙き、国の⥲合ᡓ␎と「長浜市人口ビジョン」

を踏まえ、本市の「まࡦ・ࡕと・しࡈと生」に向けた基本目標や策の基本的な᪉向をまとめた

ものです。また、基本目標の数್目標や、ྛ 策の効果をᐈほ的に᳨ドできる㔜せ業⦼ホ౯ᣦ標（㹉

㹎㹇）をᐃめています。

（１）ᇶᮏⓗ࡞どⅬ

長浜市人口ビジョンを踏まえ、本市が目ᣦすき将来の᪉向性として、次の㸱つを基本的など

点とします。

ど点① 三大都市圏及び㈡県南部への人口流出の抑制

ど点② 若い世代の就ປ、⤖፧、「ዷፎ・出産・Ꮚ⫱て」の希望ᐇ現

ど点ճ 地ᇦの経Ⴀ㈨※を生かしたㄢ題ゎỴと地ᇦ活性化

（２）ᇶᮏ┠ᶆとࡢࡑᐇ現ࡓࡅྥ⟇➼

基本目標① 産業⯆により「活ຊあるまࡕ」を造します。

地ᇦ産業、ほග、㹇㹁㹒の活⏝といった様ࠎなゅ度から㨩ຊある産業を⯆し、起業のಁ進や

᪂たな㞠⏝を出することで、職住୍య・職住近᥋をಁ進します。これによる U・I・Jターンと

いった᪂たな人の流れを生み出すことで、「しࡈと」と「ࡦと」のዲᚠ⎔をసり出し、持続ྍ⬟

な「まࡕ」の活性化を図っていくものとし、⥲合ᡓ␎では、「産業⯆」を୍つの大きなཎ動ຊ

として、Ꮚもや若者が᫂るいᮍ来をᥥく、持続ྍ⬟な希望に‶ࡕあࡩれた「活ຊあるまࡕ」を

造します。

࠙数್目標ࠚ〇造ရ出Ⲵ㢠等における加౯್㢠のẚ率

基準値(2017年度) 目標値(2024年度)

33.76 ή 37.0ή

࠙目標ᐇ現に向けた策の基本的᪉向と策ࠚ 

 ࣉࢵࣗࢩࢵ㎰ၟᕤ㸩ほගでྲྀり⤌む地ᇦ㈨※のⓎ᥀とブࣛڦ

㎰ၟᕤ㐃ᦠを通じた地ᇦ㈨※のⓎ᥀  等 

 クࣛスター〈㔝ᣑ大に向けた事業化のಁ進࢜バڦ

大学・研究ᶵ㛵の㐃ᦠを通じたバ࢜産業の推進ᙉ化  等 

 国㝿➇தຊのある〇ရ㛤Ⓨのᨭとᾏእ市ሙ㛤ᣅのಁ進ڦ

ビジࢿスࢳࢵ࣐ンࢢによる国内እへの事業展㛤ᨭ  等 

 ഛᩚࣛࣇンに適したࣉࢵࣉࢵࢸ市内企業のスڦ

産業活動をᨭえるンᩚࣛࣇഛのಁ進  等 

 㐃ᦠを通じた企業ᐙᨭయ制のᐇڦ

業種やᐇ⦼にとらわれない企業ᐙ࣡ࢺࢵࢿークのᙧ成  等 

 ㊊⭜のᙉい「㎰ᯘ水産業」の生と生産≀の高加౯್化ڦ

㎰業を୰ᚰとする 6次産業化のᨭ  等 

 ほග産業の⯆と流人口のᣑ大ڦ

 の推進  等ࢻン࢘ンバ

 

࠙㹉㹎㹇ࠚ㸴次産業化タ等ㄏᑟ企業数、ほගᾘ㈝㢠 等 
 

基本目標② 地ᇦ㈨※を生かし「㨩するまࡕ」を造します。 

年㛫 700 万人以上がゼれる「ほගၟ業都市」としてのᙉみと、数多くの地ᇦ㈨※により、国

内እから᪂たな人をび込み、「まࡕ」の㈰わいを出するとともに、市民と来⾤者による「ࡦ

と」のつながりができる仕⤌み࡙くりにより、ほග以上、ᐃ住ᮍ‶の「㛵ಀ人口」を出・ᣑ

大し、地ᇦㄢ題のゎỴや将来的な地᪉移住に向けた〈㔝をᣑ大します。 

また、㨩ຊ的なま࡙ࡕくりと効果的なሗⓎಙのために、地ᇦおこし༠ຊ㝲や民㛫企業、国

の人ᮦὴ㐵制度を活⏝して地ᇦの人ᮦとの༠ാを進めるとともに、「住みたい、住み続けたい」

とᛮわれるための㨩ຊ的な起業・㞠⏝⎔ቃのᐇを図ります。 

 

࠙数್目標ࠚ本市へのほග入込ᐈ数（年㛫）  

基準値(2018年度) 目標値(2024年度) 

6,752,200 人 7,070,000 人 

 

࠙目標ᐇ現に向けた策の基本的᪉向と策ࠚ 

 ຊとሗⓎಙຊのᙉ化ࢻ地ᇦ㈨※を生かした都市ブࣛンڦ

㤳都圏を୰ᚰとするሗⓎಙのᙉ化 

㛵ಀ人口の出・ᣑ大  等 

 と「Ｕ・㹇・㹈ターン」のಁ進「移住・ᐃ住」ڦ

移住・ᐃ住に㛵するሗⓎಙのᙉ化 

起業ᨭ・起業ಁ進事業のᐇ  等 

 地ඖ大学等との㐃ᦠڦ

ᙪ᰿長浜地ᇦ㐃ᦠ༠㆟会による࢛ࣇࢺࢵࣛࣉー࣒事業の推進  等 

 

࠙㹉㹎㹇ࠚ㛵ಀ人口Ⓩ㘓数、40歳以下の移住者数 等 

 

基本目標ճ Ꮚ⫱て世代から「㑅ࡤれるまࡕ」を造します。 

⥲合ᡓ␎では、本市がᐃめる「長浜市Ꮚも・Ꮚ⫱てᨭ事業計⏬」にᐃめるྲྀり⤌みと୍

యとなり、ࢽࢩ世代をྵめた多世代が流できる地ᇦの居ሙ所࡙くりをᨭすることで、地

ᇦでᏊ⫱てというᴫᛕをᾐ㏱させるな、様ࠎな策を様ࠎなయと㐃ᦠしてᐇすることで、

ᏊもやᏊ⫱て世代のみならず、すての市民がともに希望にあࡩれるᮍ来を造します。 

 



32

࠙数್目標ࠚ本市の合計特殊出生率 

基準値(2017年度) 目標値(2024年度) 

1.48 1.55  

 

࠙目標ᐇ現に向けた策の基本的᪉向と策ࠚ 

 ᐙᗞにおけるᏊ⫱てへのᨭڦ   

地ᇦにおけるᏊ⫱てᨭࢧービスのᐇ 

࣡ーク・ࣛࣇ・バࣛンスの推進  等 

 ものやかなⓎ達を保障するᩍ⫱・保⫱のᥦ౪Ꮚڦ

保⫱ࢧービスと就学前ᩍ⫱のᐇ 

㹇㹁㹒を活⏝した特Ⰽある学ᰯᩍ⫱のᐇ  等 

 をᨭえるయ制のᩚഛࡕ⫱ものてのᏊすڦ

 とりぶᐙᗞ等へのᨭࡦ

しࡻうがいඣとそのᐙᗞへのᨭ  等 

 をᨭえる地ᇦ⎔ቃのᩚഛࡕ⫱ものᏊڦ

地ᇦのᏊ⫱てຊ・ᩍ⫱ຊの向上 

多世代流のሙのᐇ 

⏣ᮧ㥐࿘㎶ᩚഛ 

ఇ᪥ᛴᝈデ⒪所やᑠඣᩆᛴ་⒪య制の維持 等 

 

࠙㹉㹎㹇ࠚᚅᶵඣ❺数、Ꮚもⱁ⾡య㦂ࣜࢺ࢘ーࢳ数 等 

 

基本目標մ 時代に合った都市をつくり、「Ᏻᚰで住み続けたいまࡕ」を造します。 

時代の₻流をㄞみ、社会の変化にいࡕ᪩く対ᛂしながら、成⇍した社会にあっても、時代に

合った㨩ຊ的な都市をつくり、住む人がᏳᚰで住み続けたいとᛮえるまࡕを造します。また、

ᰂ㌾なⓎでもって、本市がᢪえる様ࠎなㄢ題に対ᓖし、地ᇦの経Ⴀ㈨※を᭱大㝈に生かし、

持続ྍ⬟でᏳᚰ、Ᏻ全な都市経Ⴀを進めるとともに、᫂るいᮍ来をษり㛤く次代を見ᤣえた近

ᮍ来都市を造します。 

 

࠙数್目標ࠚ本市の住民基本ྎᖒ人口 

基準値(2020.年 1உ) 目標値(2025年 1உ) 

117,892 人 114,000 人 

 

࠙目標ᐇ現に向けた策の基本的᪉向と策ࠚ 

 地ᇦඹ生社会のᐇ現ڦ 

居ሙ所とᙺ割のある࡙ࢸࢽ࣑ࣗࢥくり  等 

 ᪂たな市民༠ാの仕⤌み࡙くりڦ

୰㛫ᨭ⤌⧊のタ立 

地ᇦ࡙くりをᢸう⤌⧊のᶵ⬟ᙉ化  等 

 くり࡙ࡕ生ᾭ活躍のまڦ

ᗣ都市ᐉゝのᬑ及ၨⓎ 

市民等によるᗣ増進のྲྀり⤌みのᨭ  等 

 ク等の活⏝や地ᇦඹ生ᣐ点࡙くりの推進ࢵࢺ᪤Ꮡスڦ

学ᰯタ等の⤫ᗫ合ࣜ࣋ࣀーࢩョンの推進 

地ᇦබඹ通⥙のᙧ成 

国ᅵᙉ㠌化地ᇦ計⏬のྲྀり⤌み推進  等 

 ⏝Society5.0のᐇ現に向けたᢏ⾡の活ڦ

RESAS を୰ᚰとした㟼的・動的ࢹータの活⏝  等 

 

࠙㹉㹎㹇ࠚᗣ࡙くりにྲྀり⤌む市民の増加、文化⚟♴ࢨࣛࣉ来㤋者数 等 
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� これまで長年にわたり市民とともに積み上げてきた「都市ブランド力」は、本市における最大の強

みであり、それを生かしながら、新たな価値を創造、付加していきます。�

� そこで本市の魅力を全国に発信することで、都市ブランド力のさらなる向上を図るなかで、首都圏

を中心に全国へ魅力発信を展開しています。�

｢観音の里の祈りとくらし展－びわ湖・長浜のホトケたち｣�

会場：東京藝術大学大学美術館（東京都台東区上野公園）�

第１回：平成��年�月��日�祝�～�月��日�日�� 入館者：������人�

第２回：平成��年�月��日�火�～�月��日�日�� 入館者：������人�

�

本市が他に誇れる地域魅力の一つである観音文化について首都圏を中心に発信するため、その

拠点となる施設として開設しています。（令和�年��月末で閉館予定）�

施設名：びわ湖長浜.$1121�+286(�

所在地：東京都台東区上野�丁目��番��号上野の森ファーストビル�)�

� � � 開設日：平成��年�月��日�

構� 成：観音堂�長浜市内の観音像を２～３か月交代で展示�／ギャラリー� � 入館料：無料�

開館時間：�����～������ � 休館日：毎週月曜日（月曜祝日の場合はその翌日）�

のべ入館者数：������人（令和�年�月末時点）�

�

�

� � � 地方創生の取組の一環として都市と地方の交流を進めるため、平成��年�月、東京都台東区と

都市連携協定を締結し、文化・観光分野及び産業分野における都市間交流を図っています。�

・ 長浜市から台東区へ職員１名を派遣し、事業連携を促進（平成��年度～）�

・ 長浜曳山まつりの子ども歌舞伎浅草神社公演（平成��年度）�

・ 台東区内で開催される｢ふるさとＰＲフェスタ（物産ＰＲイベント）への参加（平成��年度～）

や、区が運営する「ふるさと交流ショップ台東」への出店（平成��年度～）による魅力発信�

・ 長浜市（アートインナガハマ）と連携した台東区ＰＲイベント「お江戸『上野・浅草』まつ

り」を長浜市で実施（令和元年度）�

�

� �

� � � 首都圏在住の長浜市にゆかりのある人たちで長浜応援チーム「東京－長浜リレーションズ」を

結成（平成��年�月�日）しました。首都圏から、長浜市のためにできることを、協議、実践して

いただいています。都市圏からの人の流れを生み出し、長浜市と関わりを持つ関係人口の拡大を

図ります。広告代理店等の企業や大学生など、��～��代が中心。登録数���人（令和�年�月時点）。�

�

� � � 長浜市との深い関わりを持つ「長浜ファン」を創出するため、長浜市で活動する各種団体等が

連携するプラットホームの構築と、首都圏などの関係人口が連携する仕組みづくりを、令和２年

度から実施します。�

�
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� �   「住むとこ一番、長浜二番」をキャッチフレーズに、ふるさと寄附を通じて、ふるさと寄

附充当事業や本市特産品を PR することで、財源確保を図るとともに、長浜ファンの獲得

につなげます。 
 

 

年��� 度 件��数 金��額 
～平成２４年度 ��件�  ���������円 
平成２５年度 ��件�  ���������円 
平成２６年度 ��件�  ����������円 
平成２７年度 ���件�  ����������円 
平成２８年度 �����件�  ����������円 
平成２９年度 �����件�  ����������円 
平成３０年度 �����件 ����������円 
令和元年度 �����件 ����������円 

累� � 計 ������件 �����������円 
 

 

使� � � � 途 件��数 金��額 
未来を担う子どもたちの支援に関する事業 ���件�  ����������円 
健康づくり、福祉および医療に関する事業 ���件�  ���������円 
自然環境の保全および循環型社会づくりに関する事業 ���件�  ���������円 
町並み景観の保存および観光の振興に関する事業 ���件�  ���������円 
歴史遺産の伝承および文化芸術の振興に関する事業 ���件�  ���������円 
その他目的の達成のために市長が必要と認める事業 �����件�  ����������円 

合� � � � 計 �����件�  ����������円 

 

ふるさと寄附制度に取り入れた自治体クラウドファンディングに取り組むことで、事業の

財源確保、35を図ります。 
令和２年度に自治体クラウドファンディングに取り組む事業 

� � � � � ◆竹生島タブノキ林の保全・再生事業 
荒廃したタブノキ林を再生し、琵琶湖八景「深緑竹生島の沈影」を取り戻します。 

� � � � � ����○募集金額� ３００千円 
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長浜市組織機構図　[令和２年４月２０日]　　

　　　　　　　　　　　　●市長の事務部局の組織・機関・施設
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　長浜市病院事業　組織図　　　令和2年4月1日現在
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　入退院支援グループ

　渉外部

　患者総合支援センター 　地域医療連携室

　健診部
　
　
湖
北
病
院

長
浜
市
立
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　地域��������

　皮膚科

　����������

市
　
　
長

開
設
者

�

病
院
事
業
管
理
者

病
院
事
業
管
理
部

　精神科

　神経内科

　内科

　歯科口腔外科

　���������技術科

湖
�
病
院
　
院
長

長
浜
市
立

副
院
長

医療安全管理室 　��器内科

　循環器内科

　小児科

　外科

　������

　薬剤科

　中央検査技術科

　放射線技術科

　耳鼻咽喉科

　���������科

　放射線科

　麻酔科

　地域連携室

���

　中央材料室

　中央手術室

　経�������事��

　医事管理����　医事課

　栄養科

　�器����

　管理課

　外　来

　人工透析室

　管理����

　病�����療養�

　�　長浜市立湖�病院　���　　　������������

地域����事業部

医療技術�

�療�

　��器科

　眼科

　婦人科

　呼吸器内科

　整形外科




